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本
部
構
成
員
か
ら
理
事
を
除
外

 

　

 
 

　
　
　

   　

 

町
並
み
保
存
委
は
本
部
へ
移
行

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
一
部
組
織
改
正

３
月
17
日
・
４
月
７
日

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

３
月
24
日
・
４
月
14
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒
で　

　

可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

子
ど
も
会
資
源
回
収

まち協だよ り

①平成 24 年度のまちづくり協議

　会の会計から 200 万円を若草地

　区集会所基金へ繰り入れるこ

　とが了承された。

②平成 25 年度の会長および監事

　について、現会長および現監事

　の留任が了承され、4 月 28 日

　の総会に付議することとなっ

　た。

③平成 25 年度の予算に関する　

　「予算調整会議」を、新会長予

　定者、新副会長予定者 2 名、　

　新町内会長からの理事予定者

　から 2名、現理事からの希望者

　1 名、計 6 名のメンバーで実施

　することとした。

④平成 25 年度の各会議の日程に

　ついて調整し、第 1土曜日に理

　事会、第 2土曜日前後に各委員

　会、第 3土曜日前後に各町内会

　役員会、第 4土曜日前後に各グ

　ループ会議を開催することと

　した。

⑤まちづくり協議会の会則の改

　正案が提示され、次回に協議す

　ることとした。

第 10回理事会（25年 2月 2日）

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
１
月
の
理

事
会
で
、
一
部
組
織
改
正
に
つ
い
て

審
議
、
次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

４
月
28
日
の
総
会
に
諮
り
承
認
さ
れ

れ
ば
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。    

①
委
員
会
の
名
称
変
更

　

「
ふ
れ
あ
い
実
行
委
員
会
」
を
、
下

部
組
織
で
あ
る
「
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、

「
ふ
れ
あ
い
推
進
委
員
会
」
と
す
る
。

　

「
人
権
教
育
委
員
会
」
は
、
自
ら
教

育
を
行
う
組
織
で
は
な
く
、
教
育
の

推
進
を
行
う
組
織
で
あ
る
た
め
、「
人

権
教
育
推
進
委
員
会
」
と
す
る
。

②
グ
ル
ー
プ
構
成
団
体
の
追
加
と
削

除
　

子
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
に
「
少
年

補
導
委
員
会
」
を
加
え
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
規
制

を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」

と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
若
草
の
家
」
を
グ
ル
ー

プ
構
成
団
体
か
ら
外
す
。
ま
た
、「
志

津
南
公
民
館
」
は
行
政
機
関
で
あ
る

た
め
削
除
す
る

③
グ
ル
ー
プ
の
廃
止
と
名
称
変
更

　

 

「
若
草
地
区
町
並
み
保
存
委
員

会
」
は
、
志
津
南
地
区
全
体
で
は
な

く
、
若
草
地
区
に
限
定
し
た
活
動
を

行
う
組
織
で
あ
る
た
め
、
環
境
保
全

グ
ル
ー
プ
か
ら
外
し
て
、
本
部
の
一

部
局
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
環
境
保

全
グ
ル
ー
プ
は
「
環
境
美
化
委
員
会
」

だ
け
と
な
る
の
で
、「
環
境
美
化
委
員

会
」
を
暮
ら
し
安
全
グ
ル
ー
プ
に
移

し
、
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ
は
廃
止
す

る
。

　

「
暮
ら
し
安
心
グ
ル
ー
プ
」
は 

「
環

境
美
化
委
員
会
」
が
加
わ
っ
た
の
で
、

名
称
を
「
暮
ら
し
安
全
グ
ル
ー
プ
」

に
変
更
す
る
。

④
本
部
の
構
成
員
か
ら
理
事
を
除
外

 

本
部
の
構
成
員
を
理
事
全
員
と
し

て
い
る
現
行
の
仕
組
み
は
、
理
事
会

と
同
じ
構
成
と
な
っ
て
お
り
重
複
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
部
は
会
長
、

副
会
長
、
監
事
、
事
務
局
お
よ
び
広

報
委
員
会
で
構
成
す
る
組
織
と
す

る
。

⑤ 

本
部
の
一
部
局
と
し
て
「
若
草
地

区
集
会
所
管
理
委
員
会
」
を
置
く

　

従
来
の
「
集
会
所
管
理
委
員
会
」

を
、
若
草
一
～
八
丁
目
町
内
会
長
で

構
成
す
る
「
若
草
地
区
集
会
所
管
理

委
員
会
」
と
し
て
再
編
し
、「
若
草
地

区
町
並
み
保
存
委
員
会
」
と
同
様
に
、

本
部
の
一
部
局
と
す
る
。

　

●
ふ
れ
あ
い
推
進
委
員
会

　

●
体
育
振
興
委
員
会

　

●
人
権
教
育
推
進
委
員
会

　
　

子
ど
も
会

　
　

地
域
協
働
合
校
推
進
委
員
会

　

●
青
少
年
育
成
委
員
会

　
　

少
年
補
導
委
員
会

　
　

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
志
津
南
地
域
部

　

◆
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
若
寿
会

　
　

健
康
推
進
員
連
絡
協
議
会

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

　

▲
自
主
防
災
委
員
会

　

●
交
通
防
犯
委
員
会

　

●
環
境
美
化
委
員
会

　
　

草
津
栗
東
交
通
安
全
協
会
志
津
南
支
部

　

自
主
防
災
会

グループ構成団体　凡例

　●：町内会の担当委員

　　　で構成する委員会

　◆：町内会の担当委員

　　　が参画する団体

　▲：自主防災会会長で

　　　構成する委員会

　★：若草地区町内会の

　　　担当委員で構成

　　　する委員会

　

町
内
会

各町内 暮らし安心Ｇ 地域福祉Ｇ 子ども育成Ｇ 文化体育Ｇ

本部
　会長１名、副会長２名

　　　　　　監　事２名

　事務局

　広報委員会

　★若草地区町並み保存委員会

　★若草地区集会所管理委員会

総会（代議員）

理事会（会長・副会長・理事）

志津南地区まちづくり協議会組織図（改正案）
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昔
の
遊
び
を
楽
し
く

 
　

岡
本
西
が
自
主
防
災
表
彰
受
け
る

 

　
　
　
　

避
難
、
消
火
の
抜
き
打
ち
訓
練
に
高
評
価

  
子
ど
も
た
ち
が
野
菜
料
理

 

緑
化
ボ
ラ
が
活
動
開
始

　

昔
の
遊
び
を
楽
し
も
う
と
、
２
月

６
日
、
志
津
南
小
一
年
生
84
人
と
若

寿
会
を
中
心
に
地
域
の
方
々
16
人
が

参
加
し
て
の
昔
遊
び
交
流
会
が
志
津

南
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た

＝
写
真
。

　

コ
マ
回
し
、
だ
る
ま
お
と
し
、
お

手
玉
、
け
ん
玉
、
お
は
じ
き
、
羽
根

つ
き
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
ら

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
先
生
の
笛
を
合

図
に
順
々
に
ま
わ
り
、
昔
か
ら
伝
わ

る
遊
び
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

け
ん
玉
の
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
っ

た
子
ど
も
が
、
い
く
つ
か
の
技
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ひ
も
で
回

す
コ
マ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り

と
、
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
上
手

に
出
来
る
と
大
喜
び
で
し
た
。
ま

た
、
お
は
じ
き
で
は
子
ど
も
か
ら
違

う
ル
ー
ル
を
教
え
ら
れ
る
場
面
も
あ

り
、
や
り
方
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

数
日
後
、
子
ど
も
達
か
ら
感
想
や

感
謝
の
気
持
ち
、
ま
た
次
の
機
会
を

期
待
す
る
気
持
ち
な
ど
が
書
か
れ
た

冊
子
が
届
き
、
楽
し
か
っ
た
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

志
津
南
地
区
健
康
推
進
員
連
絡
協

議
会
は
２
月
23
日
、「
子
ど
も
た
ち

に
野
菜
を
お
い
し
く
」
を
テ
ー
マ
に

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
料
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

親
子
２
組
と
料
理
好
き
な
子
ど
も

た
ち
４
人
、
あ
わ
せ
て
17
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は

　

・
野
菜
ミ
ル
ク
リ
ゾ
ッ
ト

　

・
野
菜
た
っ
ぷ
り
ミ
ー
ト
ル
ー
フ

　

・
プ
ラ
マ
ン
ジ
ュ
黄
桃
か
ざ
り

　

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
降
矢
義
夫

代
表
、
18
人
）
＝
写
真
＝
が
２
月
12

日
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
日

は
青
空
の
な
い
寒
い
日
で
し
た
が
、

今
年
最
初
の
活
動
と
あ
っ
て
18
人
と

多
数
が
参
加
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
中
央
公
園
の
西
側
を
中
心

に
雑
草
と
木
の
枝
を
切
り
落
と
し
ま

し
た
。

　

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
福
祉

協
議
会
活
動
の
一
つ
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
団
体
で
、
各
町
内
の
活
動

で
処
理
し
き
れ
な
い
場
所
な
ど
の
環

境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
中
央
公
園
、
一
丁
目
バ
ス

停
周
辺
、
む
れ
や
ま
登
山
口
の
坂
道

な
ど
を
中
心
に
若
寿
会
、
一
味
会
な

ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

作
業
日
は
毎
月
第
一
火
曜
日
朝
９

時
か
ら
中
央
公
園
倉
庫
前
に
集
合
、

約
２
時
間
の
作
業
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
で

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
懇
談
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
常
に
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
毎
月
第
一
火
曜
日
に
来
て
下
さ

い
、
歓
迎
で
す
。

　

岡
本
町
西
町
内
会
自
主
防
災
会
は

１
月
６
日
、
草
津
市
役
所
で
開
催
さ

れ
た
「
平
成
25
年
草
津
市
消
防
出
初

式
」
（
第
一
部
・
式
典
）
に
お
い
て
、

優
良
自
主
防
災
会
組
織
と
し
て
、
草

津
市
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
24
年
10
月
21
日
に

町
内
の
公
園
で
実
施
し
た
消
火
訓
練

　まちづくり協議会は３月３日、昨年 12 月

に提出されたまちづくり行動計画特別委員会

（向井信一委員長、５人）の答申書について、

新理事予定者を含めた説明会を市民センター

で開催しました＝写真。

　同協議会の１月の理事会で、答申の説明会

を開催して欲しいとの要望が多数あったため

開催したものです。

　新理事予定者の皆さんには、開会前に、ま

ちづくり協議会の仕組みや行動計画特別委員

会に諮問した経緯などを説明した上で、説明

会に臨んでいただきました。

　説明会は午前 10 時から２時間、資料に基

づいて行われたあと、個別に質疑応答が行わ

れました。

　今後、まちづくり協議会の理事会において、

答申書で提言された事項について議論をし、

住民の皆さんのご意見も伺いながら進めてい

きます。

と
避
難
訓
練
に
対
し
て
好
評
価
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

訓
練
は
抜
き
打
ち
で
行
っ
た
も
の

で
、
消
防
車
に
よ
る
避
難
指
示
の
広

報
を
し
て
い
た
だ
き
、
仮
想
避
難
場

所
ま
で
の
導
線
に
お
い
て
負
傷
者
の

救
助
訓
練
を
実
施
し
た
後
、
公
園
で

消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
及
び
消
火

栓
器
具
の
取
り
扱
い
訓
練
（
消
防
車

を
使
用
し
て
放
水
を
実
演
）
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
町
内
か
ら
子
ど
も
を

含
め
て
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
初
期
消
火
こ
そ

が
重
要
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
町
内

は
自
分
た
ち
で
守
ら
ね
ば
と
い
う
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

の
４
品
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
包
丁
を
上
手
に
使

い
手
際
よ
く
調
理
に
取
り
組
み
ま
し

た
。「
ト
マ
ト
が
嫌
い
だ
っ
た
け
ど
、

今
日
は
ス
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
の
で

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
た
」
と
う
れ
し

い
一
言
。
ま
た
高
齢
者
の
方
か
ら

は
「
残
っ
た
ご
飯
も
牛
乳
を
入
れ
て

リ
ゾ
ッ
ト
に
す
れ
ば
お
い
し
い
ん
だ

ね
」
と
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
覚
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

和
食
が
多
い
料
理
講
習
会
で
す

が
、
今
回
の
野
菜
い
っ
ぱ
い
の
洋
風

料
理
は
好
評
で
し
た
。

特別委員会「答申書」説明会開催

訓練で放水する岡本町西の

住民ら
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翻
訳
家
が
一
番
苦
労
す
る
の
は
固

有
名
詞
の
訳
だ
そ
う
で
す
。
素
人
は

「
固
有
名
詞
な
ら
訳
さ
な
く
て
も
い

い
か
ら
楽
だ
ろ
う
」
と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
容

易
な
ら
ざ
る
こ
と
な
の
で
す
。
あ
り

ふ
れ
た
地
名
な
ら
世
話
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
は
原
音
主
義
を
採
っ
て
い

る
の
で
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な

ど
と
訳
せ
ば
い
い
の
で
す
。
し
か
し
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
商
人
」
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
も
、
今
は
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
す
が
そ
れ
は
論
外

と
し
て
、
ル
ネ
サ

ン
ス
期
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
が
そ
う

い
う
英
語
読
み
を

し
て
い
た
と
は
思

わ
れ
ま
せ
ん
。
悩

ま
し
い
限
り
で
す
。

　

人
名
も
同
じ
で
、

ス
ペ
イ
ン
王
を
「
フ

ィ
リ
ッ
プ
二
世
」
と
書
い
た
り
し
た

ら
物
笑
い
の
種
で
す
。
学
校
の
試
験

で
「
カ
ー
ル
大
帝
」
も
し
く
は
「
シ

ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
」
を
「
チ
ャ
ー
ル

ズ
大
帝
」
と
訳
し
た
ら
落
第
で
す
。

　

以
前
「
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
が

…
」
と
い
う
訳
文
と
出
会
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
「
聖
ペ
ト

ロ
」
と
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
困
り

ま
す
。
し
か
し
、
ロ
ー

マ
の
「
サ
ン
・
ピ
エ
ト

ロ
大
聖
堂
」、
ロ
シ
ア

の
「
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
」

は
こ
の
読
み
方
に
決
ま

っ
て
い
ま
す
。「
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
」
の
由
来
に

つ
い
て
「
ピ
ー
タ
ー
大

帝
が
聖
ペ
テ
ロ
に
捧
げ

た
」
と
書
い
て
あ
る
本
が
あ
り
ま
し

た
。
ペ
テ
ロ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が

使
っ
て
い
た
呼
称
で
す
が
、
最
近
は

カ
ト
リ
ッ
ク
と
同
じ
「
ペ
ト
ロ
」
に

統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も

「
ピ
ー
タ
ー
大
帝
」
が
正
し
い
。
や

や
こ
し
い
こ
と
で
す
。

　

読
み
が
分
野
や
時
代
で
違
う
の
も

困
り
も
の
で
す
。
聖
書
で
は
「
ヨ
ハ

ネ
」
で
す
が
、
最
近
の
教
皇
の
名
前

は
「
ヨ
ハ
ネ
ス
」
で
す
。
「
ヨ
ア
ン

ネ
ス
」
と
訳
さ
れ
て
い
る12

世
紀

の
学
者
も
い
ま
す
。
こ
の
同
じ
名
前

が
「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」「
フ
ァ
ン
」
に

な
っ
た
り
す
る
の
は
ご
存
じ
の
と
お

り
で
す
。

翻
訳
家
は
人
知
れ
ぬ
苦
労
を
し
て
い

る
の
で
す
ね
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

　

「
言
の
葉
こ
ぼ
れ
話
」
今
月
号
で

終
了
し
ま
す
。
文
と
絵
は
村
井
由
美

子
さ
ん
（
若
草
３
丁
目
）
で
し
た
。

　

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
の
や
す
ら

ぎ
学
級
第
９
回
講
座
が
２
月
27
日
、

同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
学
級
生
33

人
が
参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

今
回
は
、
交
通
安
全
を
テ
ー
マ
と

し
、
草
津
・
栗
東
交
通
安
全
協
会
の

み
な
さ
ん
と
「
わ
か
ば
チ
ー
ム
」（
草

津
市
都
市
建
設
部
交
通
政
策
課
）
の

み
な
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

 

第
９
回
や
す
ら
ぎ
学
級

 

　

「
み
ま
わ
り
隊
」

第
三
集
会
所
に
エ
ア
コ
ン

　

体
振
が
第
１
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

 

　
　
　
　
　
　

個
人
戦
競
技
に
50
人
が
ウ
デ
競
う

　

志
津
南
体
育
振
興
委
員
会
は
２
月

17
日
、
南
草
津
駅
近
く
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
で
第
１
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

今
回
の
行
事
は
地
区
独
自
の
取
り

組
み
と
し
て
、
時
節
柄
室
内
で
楽
し

め
る
こ
と
、
今
ま
で
に
取
り
上
げ
た

こ
と
の
な
い
種
目
で
あ
る
こ
と
、
な

ど
を
考
慮
し
て
決
め
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
と
い
え
ば
団
塊
の
世

代
に
と
っ
て
は
青
年
時
代
に
一
世
を

風
靡
し
た
ス
ポ
ー
ツ
。
10
レ
ー
ン
を

貸
し
切
り
、
50
人
の
参
加
者
が
町
内

別
対
抗
と
い
う
枠
を
外
し
て
個
人
戦

競
技
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
競
技
は
ガ
タ
―

な
し
と
し
た
の
で
達
成
感
を
味
わ
っ

て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

昔
と
は
違
い
得
点
計
算
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
任
せ
、
表
示
も
す
ぐ
に
さ
れ

る
の
で
競
技
に
集
中
で
き
ま
す
。
競

技
中
に
は
軽
食
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補

給
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
投
ご
と

に
歓
声
が
湧
き
上
が
り
楽
し
い
ひ
と

時
の
う
ち
に
全
員
の
競
技
が
２
時
間

半
で
終
了
。
好
成
績
の
方
々
を
表
彰
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
今
年
度
最

後
の
行
事
を
終
え
ま
し
た

　

２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
で
最
高
得
点

は
成
人
男
子
３
７
１
点
、
成
人
女
子

３
５
２
点
、
小
学
生
２
１
０
点
で
し

た
。

　

隣
人
関
係
が
希
薄
に
な
る
中
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
健
康
増
進
や

地
域
の
交
流
に
つ
な
が
る
行
事
を
地

域
主
体
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
今

後
と
も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
体
育
振
興
委
員
会
）

　

若
草
第
三
集
会
所
は
二
階
に
は
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
階
を
利
用
さ
れ
て
い
る
幼
い
子
ど

も
さ
ん
達
の
部
屋
に
は
エ
ア
コ
ン
が

な
く
、
有
志
が
寄
贈
さ
れ
た
ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
や
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
、
扇
風
機

な
ど
を
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

機
器
の
老
朽
化
に
よ
り
危
険
な
状
態

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
所
を
管
理
さ
れ
て
い
る
若
草

三
丁
目
町
内
会
か
ら
エ
ア
コ
ン
設
置

の
要
請
を
受
け
、
２
月
14
日
に
工
事

を
終
え
、
快
適
な
環
境
の
も
と
で
子

ど
も
さ
ん
達
は
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

若
草
１
丁
目
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
み
ま
わ
り
隊
」
（
大
倉
清
廣
隊
長
）

が
昨
年
12
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

防
犯
活
動
を
中
心
に
安
心
、
安
全
の

町
内
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
10
人
が

集
ま
り
、
年
末
の
29
日
か
ら
31
日
の

３
日
間
、
以
前
は
各
町
内
と
も
交
代

で
行
っ
て
い
た
「
火
の
用
心
」
巡
回

パ
ト
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

「
わ
か
ば
チ
ー
ム
」
は
女
性
３
人
と

け
ん
ち
ゃ
ん
（
人
形
）
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
で
、
歩
行
・
横
断
中
の
注
意
や

自
転
車
の
安
全
利
用
な
ど
に
つ
い
て
、

腹
話
術
や
寸
劇
を
交
え
て
楽
し
く
解

説
。
学
級
生
は
悲
惨
な
事
故
に
あ
わ
な

い
た
め
に
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

若
草
第
一
集
会
所
を
拠
点
に
毎
月
１

回
定
例
会
議
を
開
き
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
か
っ
た
町
内
の
防
災
設
備
や
資
機
材

な
ど
の
確
認
や
、
日
常
生
活
の
中
で
安

否
確
認
で
き
る
範
囲
で
の
情
報
交
換

し
、共
有
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
会
の
支
援
や
環
境
美
化
活

動
な
ど
建
設
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　

翻
訳
の
苦
労
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元
気
よ
く
も
ち
つ
き

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

 　

ほ
ほ
え
み
処
方
箋

　

地
区
内
ま
め
バ
ス

　

今
月
で
運
行
停
止

　

ま
た
「
笑
い
ヨ
ガ
」
の
講
話
は
て

っ
き
り
ヨ
ガ
体
験
か
と
決
め
込
ん
で

い
た
ら
、
笑
顔
セ
ラ
ピ
ス
ト
西
村
ま

す
み
さ
ん
の
指
導
の
一
つ
。
友
人
と

ペ
ア
で
お
互
い
目
と
目
を
見
つ
め
あ

っ
て
ホ
ッ
ホ
ッ
、
ハ
ハ
ハ
、
イ
エ
ー

と
か
け
合
う
と
何
故
か
お
か
し
く
な

り
涙
は
出
る
し
、
汗
ま
で
か
い
て
大

笑
い
。
酸
素
が
全
身
を
駆
け
巡
っ
た

よ
う
で
羞
恥
心
も
ど
こ
へ
や
ら
。
笑

い
で
病
知
ら
ず
に
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
（
願
い
）。

　

母
の
タ
ン
ス
を
整
理
し
て
い
た
時

「
小
春
日
や
近
江
よ
り
来
る
娘
（
こ
）

の
便
り
」
の
短
冊
を
胸
に
白
布
に
包

ま
れ
た
可
愛
い
ほ
ほ
え
み
を
た
た
え

た
「
お
ち
ょ
た
」
と
70
年
ぶ
り
に
対

面
、
義
妹
と
お
互
い

涙
目
で
に
っ
こ
り
ほ

ほ
え
み
あ
い
ま
し
た
。

背
丈
70
㌢
、
振
り
袖
姿
の
「
お
ち
ょ

た
」
は
私
の
初
節
句
の
ひ
な
壇
脇
に

添
う
よ
う
に
立
っ
て
い
た
市
松
人
形

で
す
。
義
妹
の
す
す
め
も
あ
り
持
帰

り
我
が
家
で
２
度
目
の
節
句
も
近
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ほ
え
み
を
み

て
い
る
と
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

の
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
笑
顔
は
人
を

不
快
に
し
な
い
か
ら
「
い
つ
も
笑
顔

で
」
と
親
に
よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

震
災
・
原
発
・
不
況
等
々
き
び
し

い
こ
と
の
多
い
今
の
日
本
。
笑
う
こ

と
は
生
き
る
こ
と
と
か
…
。
だ
か
ら

「
ほ
ほ
え
み
処
方
箋
」
が
必
要
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

 　
　
　

（
春
待
ち
乙
女
）　

　

健
康
に
は
運
動
だ
、
食
事
だ
と
本

や
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
は
笑
顔
・
笑
い
の
医
力
と
い
う
の

が
加
わ
り
笑
い
の
教
室
ま
で
あ
る
ら

し
い
。
珍
し
い
笑
い
の
話
を
聞
く
機

会
が
２
回
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
「
ほ
ほ
え
み
処
方
箋
」
で

し
た
。
医
療
現
場
で
患
者
力
を
高
め

る
べ
く
癒
し
の
「
笑
い
の
療
法
士
」

を
育
て
よ
う
と
活
躍
さ
れ
て
い
る

「
笑
医
塾
（
わ
ら

い
じ
ゅ
く
）」
塾

長
の
医
学
博
士
・

高
柳
和
江
先
生

は
声
を
出
し
て
笑
う
と
Ｎ
Ｋ
（
ナ
チ

ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
）
細
胞
と
か
が
活
発

に
な
り
脳
の
活
性
化
、
肩
こ
り
、
腰

痛
を
軽
減
し
、
認
知
症
、
信
じ
が

た
い
が
癌
を
退
治
す
る
効
能
が
あ
る

と
。
時
折
ス
ク
リ
ー
ン
に
愛
ら
し
い

赤
ち
ゃ
ん
や
子
犬
や
の
笑
顔
が
映
し

出
さ
れ
る
と
会
場
は
大
き
な
笑
い
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
血
行
促
進
、

血
圧
も
正
常
値
以
下
に
な
っ
た
気
が

し
ま
し
た
。
ま
た
人
の
良
い
と
こ
ろ

を
見
つ
け
ほ
め
あ
う
こ
と
も
お
互
い

に
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
活
発
に
な
り
免
疫
効

果
が
上
が
る
と
か
。
１
日
５
回
笑
っ

て
、
５
回
感
動
し
ょ
う
と
話
さ
れ
た
。

い
い
こ
と
づ
く
め
で
す
ね
（
希
望
）。

　

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
が
」
２
月
24
日
、
志
津
南
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加

者
50
人
余
り
が
ピ
ア
ノ
演
奏
や

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま
し
た
＝

写
真
。

　

第
一
部
の
ピ
ア
ノ
の
調
べ
で

は
、
岡
本
地
区
に
お
住
ま
い
の

高
瀬
佳
代
子
さ
ん(
社
会
福
祉

委
員)

の
ピ
ア
ノ
の
音
色
で
幸

せ
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

映
画
音
楽
に
聞
き
入
り
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
「
花
は
咲
く
」「
琵
琶

湖
周
航
の
歌
」
な
ど
を
楽
し
く

合
唱
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
カ
ラ
オ
ケ
で
、
志

津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
「
カ
ラ
オ

ケ
サ
ー
ク
ル
」
に
懐
か
し
い
曲

を
選
曲
し
て
い
た
だ
き
、
合
唱

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
顔
に
は
、
笑
み
が

こ
ぼ
れ
、
集
い
あ
う
喜
び
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
10
月
か

ら
実
証
運
行
が
行
わ

れ
て
い
た
ま
め
バ
ス

は
、
持
続
可
能
な
運
行
形
態
を
探
る

た
め
、
路
線
の
再
編
、
予
約
制
バ
ス

の
導
入
、
運
行
経
費
削
減
な
ど
の
検

討
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地

区
で
は
、
若
草
一
丁
目
と
市
民
セ
ン

タ
ー
横
に
バ
ス
停
が
設
置
さ
れ
、
滋

賀
医
科
大
学
付
属
病
院
に
行
く
た
め

に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
全
体
で
25
㌫
に
設

定
さ
れ
て
い
た
平
成
24
年
度
の
目
標

収
支
率
（
運
賃
収
入
／
運
行
経
費
）

が
こ
の
目
標
収
支
率
に
及
ば
ず
、
ま

た
利
用
者
の
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
「
志
津
ロ
ク
ハ
線
」
と
「
老

上
線
」
の
２
路
線
が
３
月
末
で
休
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
若
草
一
丁
目
と
市
民
セ
ン

タ
ー
横
の
バ
ス
停
は
な
く
な
り
ま

す
。

□ 3月 16 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：45　若草中央公園集合

□ 3月 19 日（火）

　☆志津南小学校卒業式

　　9：15 ～ 11：00

□ 3月 20 日（水・祝）

　☆若草くるみ保育園卒園式

　　10：00 ～ 11：00

□ 3月 23 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30　若草中央公園集合

□ 3月 27 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：00

□ 3月 30 日（土）

　★若寿会総会

　　13：00 ～ 15：00

□ 4月 5日（金）

　★ふれあい昼食会

　　12：00 ～ 13：00

　　ボランティア「泉」

□ 4月 6日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：15　若草中央公園集合

□ 4月 9日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：00

□毎週金曜日　

  ふれあい喫茶

10：00 ～ 12：00

    五丁目集会所

★印の会場は志津南市民センター

（公民館）です

　

地
域
協
働
合
校
・
わ
ん
ぱ
く
プ

ラ
ザ
南
っ
子
の
今
年
度
最
後
の
事

業
「
も
ち
つ
き
大
会
」
が
２
月
16

日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
64
人
と
地
域
の
協

力
者
、
保
護
者
ら
60
余
人
が
参
加
し

ま
し
た
＝
写
真
。

　

朝
か
ら
雪
が
ち
ら
つ
く
天
候
の

中
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ
く
地
域

の
方
た
ち
の
指
導
の
も
と
、
も
ち
つ

き
を
体
験
し
ま
し
た
。
大
き
い
杵
を

持
ち
な
が
ら
一
生
懸
命
も
ち
を
つ
い

た
り
、
小
も
ち
を
ま
る
め
た
り
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
は
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
つ
き
た
て
の
お
も

ち
は
、
き
な
粉
、
あ
ん
こ
、
し
ょ
う

ゆ
等
で
そ
の
場
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

寒
い
中
で
の
も
ち
つ
き
と
な
り
ま

し
た
が
、
つ
き
た
て
の
お
も
ち
と
暖

か
い
豚
汁
で
体
も
温
ま
り
子
ど
も
た

ち
は
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し

く
す
ご
し
ま
し
た
。


